






�ó

æ
�À
�'

�ó

æ
�.
�‚

�ó

æ
�.
�Ï
�×

�ó

æ
�À
�'

�ó

æ
�.
�‚

�ó

æ
�.
�Ï
�×

�ó

æ
�À
�'

�ó

æ
�.
�‚

�ó

æ
�.
�Ï
�×

�ó

æ
�À
�'

�ó

æ
�.
�‚

�ó

æ
�.
�Ï
�× �y

	t�O�•�•

�?�y�é�•

�*�����'�� �!�•

�&�@�N�B�J�M�•

	���
Ê���Ê

	!��	Æ��	�

	t�O�•�•

�?�y�é�•

�*�����'�� �!�•

�&�@�N�B�J�M�•

	���
Ê���Ê

	!��	Æ��	�

�Ù� �ï�Ä �Ù� �ï�Ä

�°
\�Ñ�‡�G
		Æ

�y��	2	Æ

�°
\�Ñ�‡	²�Ý�H�Á�Õ	Æ

�y���‘	Æ

�°
\�Ñ�‡�G
		Æ

�y��	2	Æ

�°
\�Ñ�‡	²�Ý�H�Á�Õ	Æ

�y���‘	Æ

�°
\�Ñ�‡�G
		Æ

�y�7��	2	Æ

�°
\�Ñ�‡�G
		Æ

�y�7��	2	Æ

�ó

æ
�À
�'

�ó

æ
�.
�‚

�ó

æ
�.
�Ï
�×

�ó

æ
�À
�'

�ó

æ
�.
�‚

�ó

æ
�.
�Ï
�×

�ó

æ
�À
�'

�ó

æ
�.
�‚

�ó

æ
�.
�Ï
�×

�ó

æ
�À
�'

�ó

æ
�.
�‚

�ó

æ
�.
�Ï
�× �y

	t�O�•�•

�?�y�é�•

�*�����'�� �!�•

�&�@�N�B�J�M�•

	���
Ê���Ê

	!��	Æ��	�

	t�O�•�•

�?�y�é�•

�*�����'�� �!�•

�&�@�N�B�J�M�•

	���
Ê���Ê

	!��	Æ��	�

�Ù� �ï�Ä �Ù� �ï�Ä

�°
\�Ñ�‡�G
		Æ

�y��	2	Æ

�°
\�Ñ�‡	²�Ý�H�Á�Õ	Æ

�y���‘	Æ

�°
\�Ñ�‡�G
		Æ

�y��	2	Æ

�°
\�Ñ�‡	²�Ý�H�Á�Õ	Æ

�y���‘	Æ

�°
\�Ñ�‡�G
		Æ

�y�7��	2	Æ

�°
\�Ñ�‡�G
		Æ

�y�7��	2	Æ

厚生労働省老健局長賞　団体部門　優良賞 厚生労働省老健局長賞　団体部門　優良賞

活動地域概要 住民基本台帳年齢別男女別人口調べ／令和元年 12月１日現在
国勢調査／平成 27年 10月１日現在

活動範囲 香川県琴平町　町内全域

総人口 9,052 人

65歳以上人口 3,502 人 39% （総人口に占める割合）

75歳以上人口 1,949 人 22% （総人口に占める割合）

一般世帯数 3,699 世帯

高齢単身者世帯数 698世帯 19% （一般世帯数に占める割合）

高齢夫婦世帯数 820世帯 22% （一般世帯数に占める割合）

住民ボランティアが身近な場で健康体操を普及
することで健康づくり・介護予防を推進し、高
齢者から健康の輪を広げる！

香川県仲多度郡琴平町榎井 891-1
0877-75-6880
ー
hokatsu@town.kotohira.lg.jp

こんぴら健康応援隊（香川県琴平町）

高齢者から健康づくりを発信し健康寿命をのばそう！
～こんぴら健康応援隊の取り組み～

取組・事業の背景・経緯
【背景】
琴平町は県内でも高齢化率が高く、人口減少が進んでいる。その中で高齢者が元気に暮らす姿がモデルとなり、若い人達が将来に希望を持ち、こ
の町でいつまでも暮らし続けたいと思えるようになることが、人口減少に歯止めをかけられるきっかけになるのではないかと考えた。その方法とし
て身近な町民が町民に伝える効果は大きいことから、住民の力で介護予防・健康づくりを広めていくことを目的にする住民ボランティアグループの
結成に至った。
【経緯】
町の面積は狭いが、町内にはすでにサロンが 44ヵ所、介護予防教室から自主化したグループも複数あったため、今ある通いの場に出向き、健康
体操を広める地域のリーダーがいることが良いのではないかということで、町が平成 28、29年度にこんぴらストレッチ大学、平成 29年度にこん
ぴら筋トレ大学院を開催し、そのリーダーを養成。講座修了者は町長がそれぞれ「琴平町ストレッチマスター」「琴平町筋トレマスター」と認定。
マスターたちが平成 28年度からグループとして活動を開始した。活動当初はグループ名を決めていなかったが、さらに自分たちの活動を地域へ広
げるために平成 30年度からはグループ名を「こんぴら健康応援隊」とし、介護予防教室やサロン、自主活動グループ、住民組織等の集まりに出向
き、健康体操を広めている。 

取組事業の概要と特徴
【活動】
メンバーは、まずは自分の身近な人（友人、近所の人、趣味の仲間等）から健康になってもらおうと活動しており、３、４人の小さな集まりから
多い場合は 20人以上の集まりも対象に健康体操を指導している。さらに地域包括支援センターが行う介護予防教室の中でストレッチを行い、教室
の運営も手伝っている。また地域サロンや自主活動グループ等にも定期的に出向き、ストレッチや筋トレを実践しながら教えている。筋トレについ
ては、ご当地の民謡である「こんぴら船々」の音楽に合わせてできるようにしており、町民が馴染みの歌で楽しみながら筋トレをできるようにして
いる。ストレッチや筋トレ以外にもレクリエーションも行っており、町民が笑いながら体を動かす機
会を作っている。
活動する中で、指導を受けた町民から「家でもできるように資料がほしい」という要望を受け、メ
ンバー間で話し合い、平成 30年度にこんぴら健康応援隊メンバーおすすめのストレッチと筋トレを掲
載した資料を作成した。その際、高齢者から町民全体に健康づくりを発信するという思いがあったこ
とから、学生に資料作成を協力してもらうことで、高齢者だけでなく、若い世代にも活動を認識して
もらえるのではないかと考え、地元の高校デザイン科に相談。快く引き受けてもらい、高校生とメンバー
が協力して資料を作り上げた。資料はイラスト中心であるため、健康体操の指導とセットで渡すよう
にしており、教えてもらった町民が家に帰り資料を見て思い出しながら体操してもらえるようにして
いる。またサロン等で指導をされた人たちの集まりがまたあった時に、こんぴら健康応援隊がいなく
てもストレッチや筋トレを行えるようにと渡しており、介護予防や健康づくりの体操が身近な地域で
できるようにしている。

取組事業の成果
メンバーの最年長は 80歳代後半だが、いきいきと活動している姿を見せ、町民に自分は無理だという思いを持たずに体操をしてもらえるよう指
導している。また転倒骨折し手術をしたメンバーも短期間のリハビリで早期に回復し、こんぴら健康応援隊の活動に復帰できており、自分たちの健
康づくりにも役立っている。
メンバーは教える体験を積み、指導に自信が持てるようになってきた。また活動の場が徐々に広がり、町民からの良い反応ももらえたことでさら
に意欲が高まり、メンバー同士で意見を出し合い、良い指導方法を検討したり、スキルアップを図るなど前向きに活動に取り組んでいる。
【こんぴら健康応援隊からストレッチや筋トレを教えてもらった町民の反応】
「いつも動かさないところを動かすから気持ちがいい」「体が温まった」「場所を取らずに簡単にでき
るからいい」などの声が見られ、「こんぴら健康応援隊にまた教えてらもらいたい」という要望が聞か
れている。また資料については「分かりやすく、これならまた家でもできそうだ」という声も聞いている。
【活動場所の広がり】　
身近な集まりやサロン等に出向き、地道な活動を継続してきた中で、口コミなどで徐々にグループ
の存在を町民に知ってもらえており、婦人会、母子愛育会、食生活改善推進協議会、自治会等の地区
組織の集まりの際に、こんぴら健康応援隊にストレッチや筋トレを教えてもらいたいという要望を受
けるようになっている。また敬老会でも指導を行い、こんぴら健康応援隊のニーズが高まっている。
さらにこども塾でも体操を指導しており、高齢者以外にも活動の場が広がっている。
メンバーが行う体操は簡単にできるストレッチや筋トレであることから、対象者の中には要介護認
定者や認知症高齢者も含まれているが、ゆっくりと説明し、実際の動きを見せながら行っているため、
皆で一緒に体操を行うことができている。

活動地域概要 人口推移調べ／令和元年 10月 31日　現在
自治体調査令和元年 11月末、国勢調査／平成 27年 10月１日現在

活動範囲 熊本県上益城郡（益城町、嘉島町）、熊本市、阿蘇郡西原村

総人口 33,025 人

65歳以上人口 9,535 人 29% （総人口に占める割合）

75歳以上人口 4,736 人 14% （総人口に占める割合）

一般世帯数 13,343 世帯

高齢単身者世帯数 644世帯 5% （一般世帯数に占める割合）

高齢夫婦世帯数 1,351 世帯 10% （一般世帯数に占める割合）

「健康づくり+コミュニティ」を化学反応としてプ
ロデュース。介護保険サービスの利用有無に関わら
ず、自費型で行うことにより、若い世代と高齢世代
の融合を実現。東京大学とも連携し、どこでも発信
できる言わば、最先端の地域包括として拡大する。

熊本県上益城郡益城町安永 1080番地
096-286-4192
http://www.jikou-kai.com/
hiro.chiiki@jikou-kai.com

社会福祉法人慈光会　特別養護老人ホーム　ひろやす荘

改革「美・ウォーキング」～いくつになっても美しく、お洒落
を…そして、地域力を最大限に活かした 〝つながる〟楽しさ～

取組・事業の背景・経緯
【背景】
平成 28年熊本地震発生。直下型として被害を受け、生活環境も大きく変動した。高齢者だけでなく、若い世代のコミュニティも希薄化。それに
伴い、従来の集いの場や活動も低迷し、介護保険申請者が増加。
【経緯】
地域住民、行政、大学を交えて「本音で語る会」を開催。グループワークで挙がった課題や可能性より地域診断を行い、情報の格差と健康に対す
る啓発の 2点をあげる。そこで、体力づくりに焦点をあてた「集いの場」を計画。地域活動へ歩いて移動できる体づくりと、歩き方を改善し、外
出する楽しみを実感できるよう美しいウォーキングの獲得を目的とした。
【取組目的】
‘ 体力づくり ’ を多世代の集いの場とした事業展開。「健康」「予防」というワードは使わず、高齢者が意欲的に参加できる多世代での運動とコミュ
ニティのなかで楽しみをみつけながら、美しいウォーキングの獲得、多世代での繋がりと社会参加の機会を創出する。

取組事業の概要と特徴
【取組】介護保険と自費事業をマッチングさせたプロジェクトの特徴
１）「地域、多業種（大学、行政）との本音で語るワークショップ」の開催
東京大学をはじめ、他の大学とも連携し、全国へ発信できるワークショップモデルから、地域診断とニーズを見える化。

２）高齢者と若い世代が交わる多世代での運動
当法人内のカフェが集いの場で、毎回約60人が参加（40歳～90歳代）。１割の方は施設送迎を利用、それ以外の方々は自主的に徒歩や乗合いで参加。

３）場所を選ばず、多世代で活用できるプログラム
開催時のバイタルサイン測定は各自で行ってもらう等、本人の能力を活かした自立支援を基本とし、指導は理学療法士が行った。負荷量や難易度

に応じて３部構成の内容。介護保険対象者は１部で終了だが、自立支援に応用できるプログラム。２部、３部は体幹づくりを中心にダイナミックプロ
グラムとなる（姿勢や歩行の改善メニュー）。また場所を選ばず、自宅で家族と一緒に実践できる内容である。
４）年に１度、成果を披露する runway（ファッションショーをイメージ）を開催
改善したウォーキングを人前で披露することで、「人から見られる」という刺激による良姿勢への意識づけ、達成によるモチベーション、運動とファッ

ションショーを融合した独自の内容が新たな目標へとつながっている。
５）NPO法人との協同（支援体制）
住民主体のNPO法人「チーム安永」を設立し、高齢者支援と地域活動支援を行っている。法人の３本柱の１つとして美・ウォーキング事業を取り
入れた `健康づくり部会′を結成。誰もが気軽に参加できるよう地元の自治会と連携し展開。受
付や運動の準備、片付けまで参加者の自主性に任せた役割を見出し、閉じこもりや生活習慣病、
認知症予防の啓発、住民同士による病気の早期発見と専門機関からの介入を支援。
６）継続性の工夫
自分自身で姿勢や体力の変化を実感してもらい、知らない人と集える楽しさや充実感を味
わってもらえるよう、毎回の運動内容に交流やステップアップを持たせるように工夫。
参加者の地域を限定せず、乗合いでの参加や運動を通したコミュニティも、口コミでの拡大、
参加者増員の要因になっている。

取組事業の成果
【数値的変化】
美・ウォーキング事業への参加者（40人）の運動開始時（Ａ群）と運動実施３か月後（Ｂ群）の身体機能を比較対象（男女比 2：8）
Ａ群平均値：片足立ち（右）38.11 秒、（左）36.6 秒、TUG6.4 秒、５ｍ通常歩行 3.52 秒、５ｍ最大歩行 2.86 秒
Ｂ群平均値：片脚立位（右）71.78 秒、（左）65.81 秒、TUG5.4 秒、５m通常歩行３秒、５ｍ最大歩行 2.61 秒
現在も評価を実施中。美・ウォーキング参加者の身体機能でも高い改善成果がみられる。

【全体的評価】
・頻繁に通院していたが、運動に参加するようになり疼痛が消失し、動きも軽やかになり１年以上通院していない。
・姿勢や歩き方が美しくなったことで、人に見られることが嬉しくなり、自信へ繋がった。
・ 美・ウォーキングへの参加がきっかけとなり、自主的に地域活動に参加される方が増えた。
 運動教室参加者平成29年（474人）→平成 30年（3801人）、地域活動への参加者平成29年（1359人）→平成
30年（8546人）

運動の様子

runway
殿筋、股関節運動
お尻歩き

肩甲帯を意識した
ウォーキング

地域資源を活用
多世代での運動

声掛けによる
自主的運動

各個人の活動が地域活動の増加へ反映
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厚生労働省老健局長賞　自治体部門　優良賞 厚生労働省老健局長賞　自治体部門　優良賞

活動地域概要 住民基本台帳／平成 31年４月１日現在

活動範囲 静岡県藤枝市

総人口 144,941 人

65歳以上人口 42,674 人 29% （総人口に占める割合）

75歳以上人口 21,217 人 15% （総人口に占める割合）

一般世帯数 59,219 世帯

高齢単身者世帯数 8,252 世帯 14% （一般世帯数に占める割合）

高齢夫婦世帯数 7,767 世帯 13% （一般世帯数に占める割合）

わずか３年でふれあいサロン、居場所を15ヵ所創出
訪問B：３団体、通所B：２団体、訪問D：１法人を
創出
移動支援の住民ボランティア２団体を創出

静岡県藤枝市岡出山 1-11-1
054-643-3225
https://www.city.fujieda.shizuoka.jp/soshiki/kenkofukushi/chiikihokatsu/index.html
chiikicare@city.fujieda.lg.jp

静岡県藤枝市

地域がつくる！
介護予防と生活支援でつながるまち　ふじえだ

取組・事業の背景・経緯
地域包括ケアシステムの強化を図り、2025年以降に向けた対策として、地域住民主体の介護予防と高齢者の生活支援を効果的に進めるべく、既
存の地域資源を活用した生活支援体制整備事業の推進を重点的に行うこととした。
平成 28年度から生活支援体制整備事業を実施し、第１層の生活支援コーディネーターを設置し、協議体が地域支援の「見える化」を実施、平成
29年度から第２層の生活支援コーディネーター業務と協議体の運営を市社会福祉協議会に委託し、地域づくりの体制をつくり、平成 30年度に介
護予防と生活支援の取組のモデルケースの創出を重点的に推進した。  

取組事業の概要と特徴
１　第２層の支え合いの地域づくりの推進
平成 29年度から藤枝市社会福祉協議会に第２層生活支援コーディネーター業務
を委託し、市内全ての地区（10地区）に設置されている地区社会福祉協議会を母
体として協議体を設置し、高齢者のための支え合いの地域づくりの推進を開始し、
ふれあいサロンや居場所の開設などを推進。
☞ 平成 29 年度当初から「ふれあいサロン」が 10 ヵ所（55 ヵ所⇒ 65 ヵ所）、
市社会福祉協議会が把握する「居場所」が５ヵ所増加（９ヵ所⇒ 14ヵ所）した。

２　第１層の支え合いの地域づくりの推進、資源の創出
（１） 生活支援体制整備事業を平成28年度から実施し、初年度に市内のインフォー

マルサービス（ふれあいサロン、会食会、居場所、助け合い活動）の「見
える化」を実施した。

　☞「地域ふれあいガイドブック」を作成した。
（２） 既存の地域資源から介護予防・生活支援サービス事業のサービス B、Ｄに

位置づけられるものを洗い出した。
　☞ 団体と交渉を重ね、訪問 B（３団体）、通所 B（２団体）、訪問Ｄ（１法人）
のモデルケースを創出した。

（３） 各第２層協議体から出された共通の課題の「高齢者の移動」について支え合いにより解決するため、平成 30年７月に藤枝市におけるモデ
ルケースの創出に向けた「移動支援研究会」を立ち上げ、住民と関係団体とともに研究した。

　☞ 市が住民互助の移動支援を支援する仕組み「地域支え合い出かけっCARサービス支援事業」を創設。２地区（西益津、葉梨）での令和元年
度からの住民主体の移動支援の実施に繋がった。

（４） 平成 30年度に「支え合いの地域づくり推進モデル地区」として広幡地区を指定し、支え合いの地域づくりに第１層生活支援コーディネーター
が第２層生活支援コーディネーターと連携し強力に支援し、「生活支援」「移動支援」「居場所」の創出に取り組んだ。

　☞わずか１年で広幡地区での助け合い活動、買い物支援、居場所の創出に成功した。
（５） 平成 30年度に介護予防実態把握事業の結果をもとに、介護予防教室の卒業生への啓発、地域ケア会議の開催による課題意識の共有、支援

制度（ふじえだアクティブクラブ）の創設により、週１回以上開催の住民主体の介護予防に資する通いの場づくりを促進した。
　☞ 住民主体の介護予防教室「ふじえだアクティブクラブ」の登録制度とその補助制度を創設。17団体が「ふじえだアクティブクラブ」の先駆
けとして登録した。

取組事業の成果
取り組みの成果として、住民主体のサービスの利用者の生活に次のような効果が生じた。
（１） ふれあいサロン、会食会や居場所などの通いの場において人と人の繋がりができ、利用者の仲間やボランティアが利用者の日常の困りごと

を共有し、困りごとに対応する新たな地域資源（買い物支援などの生活支援）に繋げることができるようになった。
（２） 高齢になって運転免許証を返納して、遠くに買い物に行くこともできなくなり、コンビニなどで弁当を買って食べる食生活になっていたが、

週１回の買い物支援が行われることにより、スーパーに行って生鮮食品を買い、自分で調理して食事をする生活に戻った。併せて、４人か
ら５人の近所の人との乗り合わせで車に乗って買い物に行くことで、毎週買い物とコミュニケーションを楽しみするようになった。

（３） 介護保険のデイサービスに行くのは抵抗があるため、通所サービス Bを運営している居場所に介護予防の体操や交流などをするために徒歩
で通っていた人が、雨の日は通うのが大変なため通所を休んでいたところ、訪問サービスDを導入して休まずに通えるようになった。

瀬戸谷

稲葉 葉梨 西益津 藤枝

広幡 高洲 大洲青島

岡部

第２層ＳＣ
第１層ＳＣ

地区の第２層協議体

第１層協議体

移動支援研究会

施策の企画・立案

連携促進

地域資源

創出の促進

ふれあいサロン、

居場所の開設

モデル地区での

手助け活動、居場所、

買い物支援の創設

支援施策の

充実

移動支援の創出

２地区

ふれあ移動支援の創出

出かけっっ ｻｰﾋﾞｽ

地域資源地域資源

ふじえだｱｸﾃｨﾌﾞｸﾗﾌﾞ

通所Ｂへの送迎の訪問Ｄ

ふれあいサロン

ふれあいサロン

モデル地区でのモデル地モデル

新たな取組の説明会

介護予防と生活支援でつながるまちづくり

地域づくりの支援

地域の取組

の検討

協議

検討

モデル地区へ

の支援

活動地域概要 住民基本台帳／令和元年 12月１日時点
住民基本台帳／令和元年７月１日時点

活動範囲 長崎県松浦市　　

総人口 22,559 人

65歳以上人口 8,196 人 36% （総人口に占める割合）

75歳以上人口 4,425 人 20% （総人口に占める割合）

一般世帯数 10,235 世帯

高齢単身者世帯数 2,390 世帯 23% （一般世帯数に占める割合）

高齢夫婦世帯数 2,903 世帯 28% （一般世帯数に占める割合）

地区診断結果を住民と共有することにより、住
民が主役となる住民主体の介護予防・生活支援
体制の充実に繋がり、高齢者のQOLが向上し
た。

長崎県松浦市志佐町里免 365番地
0956-72-1111  
http://www.city-matsuura.jp 
chouju@city.matsuura.lg.jp 

長崎県松浦市

私もあなたも地域も元気になる住民主体の地域づくり

取組・事業の背景・経緯
医療・介護の地域資源が不足し、過疎化、高齢化が進んでいる地域であり、高齢者の孤立、買い物弱者等の問題が深刻であった。これらの背景
を踏まえて、平成 22年から JAGES との共同研究「健康とくらしの調査」を実施し、住民自身が様々な情報を「わが町のこと」「自分自身のこと」
として受け止められるよう、地域診断結果の見える化を進め、報告会で共有・考察しながら課題への対応策を話し合ってきた。その後は経年変化を
住民に伝えながら、活動の評価や住民の主体的活動のモチベーション維持を図っている。

取組事業の概要と特徴
第５期介護保険事業計画策定時から JAGES（日本老年
学的評価研究）プロジェクトにより、「健康とくらしの調査」
を行い、市内７つの圏域を地区診断を実施している。住民
に対する地域診断報告会では、地区の強み、弱みを住民と
共有をすることにより、「こんな町になっていたらいいな」
「自分たちに何ができるだろう」を住民とともに話し合い、
住民主体の通いの場、生活支援、見守り等の施策を展開し
地域包括ケアシステムの構築に取り組んでいる。話し合い
の積み重ねにより、専門職の関与による通いの場が充実し、
誰もが安心して自分らしく過ごすことができるまちづくり
のために、ボランティアによる生活支援を行う自主組織「松
浦市助け合いネットワーク（シグナル）」（訪問型サービス
B）が立ち上がった。

取組事業の成果
通いの場や訪問による生活支援等の地域の居場所や支えあい活動が充実することにより、高齢者の孤立を防ぐ取り組みへと広がり、支える側も支
えられる側もそれぞれ主役となる住民主体の介護予防・生活支援体制の充実に繋がり、高齢者のQOLが向上している。
具体的な事例では、商店等がない地域の交流の場に移動販売を実施したことがきっかけとなり、その地域全体に移動販売が拡充し、買い物弱者対
策に繋がっている。同町では、「低栄養」「運動機能」「閉じこもり」「要介護リスク」が改善し、「主観的健康感の良い者」の割合が増加し、住民同
士の信頼感も高まっている。（JAGES 健康とくらしの調査結果、平成 22年～平成 28年調査結果の比較から）
また、通いの場を運営する支えあいサポーターの活動が、近隣地域のボランティア組織と繋がり、ボランティア間の交流やボランティア活動（町
の美化活動など）が広域的になり、生活支援ボランティアを行うサポーター登録者が増え、支えあう活動をすることに意義や生きがいを感じている。
このような通いの場の取組みが充実するにつれ、通いの場を運営する高齢者と若者との交流の機会が増え、高齢者の１割以上が通いの場に参加する
ようになったことや通いの場への専門職の介入により、介護予防の明確な目標を持って、通いの場での体操に参加する高齢者が見られるようになっ
たことが成果であり、その結果、要介護認定率が低下した。（平成 25年：20.2%→平成 30年：17.4%）

地域診断による現状把握・課題抽出 地域診断報告会

通いの場で百歳体操移動販売による買い物支援 生活を支えるサポーターの会

通いの場（お寄りまっせ） 訪問による生活支援（シグナル）
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活動地域概要 住民情報システム／令和元年 10月１日時点
住民情報システム／平成 31年４月１日時点

活動範囲 大阪府藤井寺市

総人口 64,565 人

65歳以上人口 18,172 人 28.1% （総人口に占める割合）

75歳以上人口 9,454 人 14.6% （総人口に占める割合）

一般世帯数 29,270 世帯

高齢単身者世帯数 5,342 世帯 18% （一般世帯数に占める割合）

高齢夫婦世帯数 2,460 世帯 8% （一般世帯数に占める割合）

いきいき笑顔応援プロジェクト、いくつになっ
てもいきいき笑顔で過ごせるっていいなと思え
るまちづくり

大阪府藤井寺市岡１丁目１番１号
072-939-1164
https://www.city.fujiidera.lg.jp/soshiki/fukushi/koreikaigo/gyomuannai/kaigoyobou/9346.html
kaigo@city.fujiidera.lg.jp

藤井寺市

いきいき笑顔応援プロジェクト
～持てる力を引き出す、訪問からのアプローチ～

取組・事業の背景・経緯
【背景】
大阪府は、全国において要介護認定率１位、第１号被保険者一人当たり介護給付額１位といった状況で、その府内でもさらに本市は要支援１の認
定者割合が 23.3％（全国平均 13.9％、大阪府は 19.4％）と非常に高く、サービス種類では訪問介護の利用が全国に比べ２倍以上であるなど、高
齢者に対する介護予防の意識啓発や、軽度者の自立支援、適正なサービス利用に向けた取組みが必要であった。
【経緯】
高齢者の自立した暮らしを多職種で支援するための方法について、包括やケアマネジャーの意見をもとに現実的な方法を検討した結果、会議室で
はなく本人を含めた場（自宅）で心身の状態にもとづくサービスの選択や達成可能な目標設定を行えるよう、「同行訪問」を市独自に開始すること
とした。（「同行」＝ケアマネジャーと、作業療法士・理学療法士または管理栄養士の二者の同行）

取組事業の概要と特徴
【いくつになっても、毎日をいきいき笑顔で暮らせるように！　専門職の助言で、力を引き出す「同行訪問」】
日常生活上の不安・困りごとのある高齢者宅を、ケアマネジャーと専門職が訪問し直接助言を行うことで、①本人の意欲向上と合意形成（家族も
含む）、②ケアマネジャーのアセスメント力の向上、③早期介入と適切なサービスの利用を可能とし、本人の意思のもとに自立支援を促進する。
【ポイント】
①誰でも受けられる
 要介護認定の有無に関わらず利用できるため（一般介護予防事業）、誰でも申込
制によって専門職の訪問を受けることができる。
②地域の見守りから繋がる
 民生・福祉委員等の高齢者を見守る役割を担う地域住民にも事業を周知し、「専
門職の訪問」という選択肢を提案してもらっている。
③医療職の見守りから繋がる
 主治医等の医療職にも事業を周知し、患者について気になれば同行訪問の申込
みを提案してもらっている。
④多職種で仕組みを作る
 手順や様式等は運営委員会（市・包括３職種・ケアマネ・リハビリ職・管理栄養
士の約15人で構成）にて多職種で意見を出し合い、改善を図っている。

取組事業の成果
【訪問による利用者の変化】
生活意欲の向上、目標に向けた取組の開始、できなくなっていた家事の再開、サービス
利用の自主的な中止、前向きなサービス利用の開始、自身の病気や健康に対する理解・関
心の促進、地域活動への参加　等

【具体例】
○ヘルペス発症後の神経痛がつらく、ヘルパーに掃除をお願いしようと思っていた。
→ 作業療法士から痛みの原因（骨盤の歪み）や改善方法の指導を受け合点がいき、「本来
自分で何でもできるから」と思い直してヘルパーに頼らず頑張ることになった。
○押入れへの布団の上げ下げが負担で、ベッドの購入を検討していた。
→ 収納する高さを低めに調整するなどして、毎日続けることがとても良いリハビリになる
と作業療法士から説明、専門的な助言で意欲が向上した。
○ 糖尿病の食事療法にまじめに取り組んでいるが、一方でそれがストレスとなり好きなも
のを加減できず食べてしまうことがあった。
→ 管理栄養士から、やって良いこと（パンにバターを塗る、コーヒーをパルスイートで加
糖する等）の助言を受け、無理なく続けられるようになった。

↑ 作業療法士から教わった自主ト
レを夫婦２人で実践

↑ 食べているパンの種類、果物の
量、水分摂取量などについて管
理栄養士に相談

↑ 『ええとこ♪ふじいでら新聞』
訪問の様子と設定した目標、本
人の決意等のインタビュー記事
を掲載

　（新聞は約 2ヵ月ごとに発行）
　半年後の様子も取材し掲載予定

活動地域概要 令和元年 10月１日現在

活動範囲 愛知県瀬戸市

総人口 129,496 人

65歳以上人口 38,187 人 29% （総人口に占める割合）

75歳以上人口 19,656 人 15% （総人口に占める割合）

一般世帯数 56,273 世帯

高齢単身者世帯数 9,371 世帯 17% （一般世帯数に占める割合）

高齢夫婦世帯数 7,700 世帯 14% （一般世帯数に占める割合）

瀬戸市の財産である民間企業・NPO法人・学
校法人等と連携し楽しんで参加してもらえるバ
ラエティ豊かな介護予防プログラムを展開

愛知県瀬戸市追分町 64番地の 1
0561-88-2626 
http://www.city.seto.aichi.jp/
koreisha@city.seto.lg.jp 

愛知県瀬戸市

選んで楽しむ！介護予防！

取組・事業の背景・経緯
【背景】
・プログラム内容と対象者のニーズがマッチしておらず、参加者数も少なかった。特に男性の参加者数が少ないという問題があった。
・「介護予防教室」という従前のタイトルネーミングも含めて、参加者に「楽しい」と感じてもらえる要素が少なかった。
【経緯】
対象者により「楽しい」と感じてもらえるよう、従来の介護予防教室からプログラム内容を一新。
名古屋学院大学やNPO法人、民間企業と手を組んで様々な内容のプログラムを展開した。
また、タイトルを親しみやすい印象になるよう変更し、それに伴いパンフレットのデザインも変更した。

取組事業の概要と特徴
【シニア世代のスポーツ健康カレッジ】
瀬戸市の財産である名古屋学院大学スポーツ健康学部と連携しスポーツカレッジを実施。
①学生と一緒に楽しく運動！
　 アシスタントの学生たちと一緒に楽しく運動を行うことで世代間の交流を図る。若い世代との交流はシニア世代にとって刺激となり、モチベー
ションへと繋がっている様子だった。
②キャンパスライフを疑似体験！
　スクールバスや学食などの設備を利用することで、キャンパスライフを疑似体験することができる。
③専用設備を利用した、「選べる」プログラム内容！
　「健康運動教室」「水中運動教室」の２つのコースを用意し、自身の体の状況に合わせたプログラムに参加できる。

【大人の充活！ワンコイントレーニング】
終活にはまだ早い！まだまだ充実＆活躍（充活）したい！そう考えるアクティブシニアの方向けにバラエティ豊かな介護予防教室を展開。
①バラエティ豊かなプログラムの中から、自分に合った内容が選べる
　 実施者の要件の幅を広げることでこれまで手が上がらなかった民間企業が参入できるようになり、タブレットを用いたプログラミング教室や、
社交ダンス教室など従来の介護予防教室のイメージを飛び越えた、楽しんで参加できる教室を用意。
②「瀬戸市らしい」介護予防！
　瀬戸市の資源であるNPO法人や生涯学習グループ、民間企業等と共催でプログラムを実施することで「瀬戸市らしい」介護予防を行う。

取組事業の成果
【以下参加者アンケートより抜粋】
・他の参加者と仲良くなることができ仲間が増えた。
・人生のラストステージに立っているので、なんでも知らないことに挑戦していきたいと思っている。今回の参加はその意味でとても良かった。
・多様な種類のプログラムの中から参加するプログラムを選ぶことができて楽しい。
・一人ではできないこともみんなと一緒に何とかできると、自信もつき嬉しい限り。これからも頑張って健康寿命を延ばす努力をしたい。
【アンケート結果から】
教室に参加したことで参加者の日頃からの意識が変わったこと、新鮮な気持ちがいだけたことがうかがえる。また、ほかの参加者との交流も良い
刺激になっていることが読み取れる。
アンケートの中で多かったのが、プログラム内容が豊富で自分に合ったものに参加できて楽しい。という意見だった。これは民間企業やNPO法人、
生涯学習グループ等様々な団体と連携して事業を行っている結果であり、今後も楽しんで参加してもらえるようなプログラムを幅広く展開していきたい。

シニア世代のスポーツ健康カレッジの様子 大人の充活！ワンコイン
トレーニングの様子
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活動地域概要 年齢別人口調べ／令和元年 12月１日現在
高齢者等実態調査　令和元年７月１日時点

活動範囲 三重県名張市

総人口 77,312 人

65歳以上人口 24,641 人 32% （総人口に占める割合）

75歳以上人口 11,410 人 15% （総人口に占める割合）

一般世帯数 33,711 世帯

高齢単身者世帯数 4,449 世帯 13% （一般世帯数に占める割合）

高齢夫婦世帯数 1,823 世帯 5% （一般世帯数に占める割合）

地域の身近な専門職が、相談業務を通じて、地
域に溶け込み、地域の活発な活動を引き出す

三重県名張市鴻之台 1-1 
0595-63-7833
http://www.city.nabari.lg.jp/s029/090/040/370/201502052102.html
houkatsu-c@city.nabari.mie.jp 

三重県名張市

まちの保健室

取組・事業の背景・経緯
職員の大幅削減が行われる中、地域連絡員（公民館主事）として公民館に常駐していた市の職員全員が引きあげた。
しかしながら地域に自立した運営を行っていただくことも改革の主要な取組であり、地域への支援を衰退させないためにも、行政が地域福祉計画

（平成 17）で「まちの保健室」開設の構想を描いた。
「まちの保健室」は地域包括支援センターの財源を使い、地域の伴走支援を医療福祉の専門職が相談業務と共に行っていくというもの。（平成 18
年１月～設置開始）

取組事業の概要と特徴
【まちの保健室について】
・設置根拠は（平成 17年度）『第一次地域福祉計画』。地域づくり組織と一体的に地域福祉を推進するのが目的で市内 15ヵ月、おおむね小学校区
単位の地域づくり組織事務所に併設している。看護師、介護福祉士など有資格者各２～３人が常勤で業務にあたっている。

【活動内容】
（１）健康・福祉の総合相談
　電話・来所・訪問相談　介護保険等の申請代行

（２）健康づくり・介護予防
　健康相談、健康づくり・介護予防の啓発

（３）見守り・支援ネットワークづくり
　サロンの立ち上げ、運営支援

【特徴】
①安心して相談できる地域の情報拠点（課題をかかえこませない）　　
②パイプ役としての機能（連携の核）
③長期的かかわり（制度に繋がるまでの中心的かかわりとその後の見守り）
④地域とのかかわり（地域と一緒に支援する。地域そのものへの支援）
⑤専門職らしくない（敷居は低い、されど専門職。絶妙な距離感）

取組事業の成果
・市役所まで相談に出向くのは敷居が高く、課題を抱え込みがちであった地域住民が、歩いて行ける範囲に専門職がいることで、すぐに相談できる
ようになった。
・住民が抱える課題が、重大なものになるまでに適切な関係専門機関に繋
ぐことができるようになった。
・高齢者サロンの立ち上げ支援を行い、サロンを起点に人と人を繋ぎ、住
民同士のネットワークが強化された。
・民生委員との連携が進み、民生委員の負担軽減とともに、民生委員発案
の地域づくり組織を土台とした活発な活動を引き出した。
・平成 20年４月　すずらん台地区で住民同士が生活を支え合う仕組みと
して、有償ボランティア組織が立ち上がる。（市内全 15地区のうち現
在 10地区で活動が横展開）向こう三軒両隣の互助の繋がりを地域に取
戻し、だれもが参加できる地域共生の仕組みは高齢者等の生活支援と、
同時に介護予防・いきがいに繋がっている。

22




